
 
 

Date March 16th 2017 (Thursday)  Weather   Sunny 
 

Local Time     PM11:50  Sapporo Time     PM0:50(3/17) 
 

 

Today’s Activity 

 

 

 2017.3.16 グローバルリーダー養成プログラム最終日 

Report No. 

   11 
 

Events & Photos 
    

海外修学旅行６日目、「グローバルリー 

ダー養成プログラム」の最終日となりまし 

た。本日もボストンは快晴。肌寒さはある 

ものの、過ごしやすい１日になりました。 
 

≪各クラスの午前中のプログラム≫ 

１組：ハーバード自然史博物館→ハーバー 

  ド大学（HCJI によるワークショップ） 

２組：MIT（大学院生による講義）→ハー 

バード自然史博物館 

３組：ハーバード自然史博物館→ハーバー 

  ド大学（HCJI によるワークショップ） 
 

≪午後のプログラム≫ 

全体ワークショップ：ハーバード大学にて 

① Presentation Rehearse（with many  

Harvard Students) 

② Final Presentation（Theme:Japanese 

 Problem and Improvement Points） 

③ Feedback from Harvard Students  

ホテルにて： 

① ハーバード大学・MIT 所属の北嶺 OB 

との懇親会 

② Reflection by Trip Leader 
  

午前中の２組のプログラムおよび全体の 

プログラムを紹介します。本日は全クラス 

午前８時にホテルを出発。２組は MIT にて 

大学院生による「Internet System」につ 

いての講義を受講。興味のある分野だった 

ため、メンターからのさまざまな投げかけ 

に対し、生徒は活発に意見を述べていまし 

た。その後、MIT のシンボルともなる 

「Maclaurin Buildings(Great Dome)」に 

て記念写真を撮影。次は、ハーバード大学 
 
 

 

 

 

 

▲MIT 大学院生による講義－インターネ

ットに関する興味のあるテーマでした。 

 

▲MIT での集合写真 

－制服姿でバッチリときまっています。 

▲ハーバード自然史博物館 

－鉱物のコーナーは人気がありました。 



 

の自然史博物館へ移動し、生物や鉱物につ 

いての研修を実施。ハーバードキャンパス 

ツアーも行いました。 
 

 午後はいよいよ最終プレゼンに向けた研 

修。日本のさまざまな問題点や改善点をテ 

ーマとし、ハーバード大学生の助言を得な 

がら、グループプレゼンテーションの内容 

をより良くする方法を考えました。多くの 

グループが自主的にハーバード生とコミュ 

ニケーションをとり、時間ギリギリまで内 

容を検討していました。Boylston Hall 講 

堂にて、全員が見守る中、英語でのプレゼ 

ンスピーチを行いました。数日間、どのよ 

うなプレゼンを行うか試行錯誤を繰り返し 

てきたため、どのグループも立派なスピー 

チができました。黒板を使って説明したり、 

スキットを交えて発表したり、ジェスチャ 

ーを大きくしたりと、さまざまな工夫を凝 

らし、聴衆を大いに魅了しました。プレゼ 

ンには北嶺生に助言をしていただいた１５ 

名のハーバード生も参加しましたが、どの 

スピーチにも喝采が贈られました。お世話 

になったハーバード生に感謝の意を込め、 

北嶺生代表１組の齋藤君からお礼の挨拶を、 

さらには全員で北嶺の校歌を合唱し、28 期 

生の手によって「北嶺 Gプロジェクト」は、 

大きな一歩を踏み出しました。 
  

１月の北嶺ハーバードキャンプから、ハ 

ーバード大学生のメンターの協力のおかげ 

で、生徒は英語を使ったコミュニケーショ 

ンを積極的にとるようになり、言葉やジェ 

スチャーで相手に必死に伝えようと努力し 

てきました。今回の最終プレゼンで、これ 

までの成果が形になって現れ、生徒にとっ 

ては大きな自信になったと思います。 
 

北嶺 Gプロジェクトの集大成ともなるハ 

ーバード大学/MIT 研修は、多くのハーバー 

ド/MIT のスタッフにご指導・ご協力をいた 

だき、大成功で終えることができました。 

28 期生はこの貴重な経験を糧とし、将来は 

世界のリーダーとして活躍してくれるので 

ないでしょうか。スペース・時間の関係で、 

この続きは次回報告します。 

（文責 28 期生学年団） 
 

 

 

 

 

 

▲ハーバードツアーの様子－この靴の先

端に触れると幸せが訪れるようです。 

▲プレゼンリハーサル－ハーバード生 

から熱心な指導を受けました。 

▲最終プレゼンスピーチ①－全員に 

  見守られる中、成果を披露しました。 

▲最終プレゼンスピーチ②－ユーモア 

を交えたスピーチをしました。 

 


